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エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
最
後
の
愛

嶋

岡

農

　
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ワ
の
名
を
初
め
て
記
憶
し
た
の
は
、
創
元
社
版

世
界
現
代
詩
叢
書
の
一
冊
、
中
村
真
一
郎
訳
『
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ

ル
詩
集
』
に
よ
っ
て
で
、
こ
れ
は
わ
た
し
が
明
治
大
学
に
入
学
し

た
年
十
一
月
の
刊
行
だ
か
ら
、
も
う
三
十
五
年
も
前
の
こ
と
に
な

る
。
原
書
（
甘
、
＄
の
ミ
辱
ミ
ミ
ミ
龍
㌦
℃
o
σ
8
ω
　
亀
．
窪
一
〇
霞
畠
、
ぴ
三

呂
゜
℃
一
〇
護
o
ω
o
σ
q
ぴ
o
房
巴
詫
①
信
コ
）
の
編
集
と
解
説
に
あ
た
っ

た
の
が
、
Ω
”
仁
偶
①
幻
o
団
1
。
そ
の
ロ
ワ
の
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ

ル
論
が
、
メ
ル
ロ
ー
・
ポ
ソ
テ
ィ
の
『
知
覚
現
象
学
』
を
援
用

し
、
こ
と
ぽ
と
く
物
V
と
人
間
と
の
関
係
の
奔
放
な
詩
的
創
造
に

新
鮮
な
解
釈
の
ひ
か
り
を
投
げ
か
け
、
現
代
の
神
話
を
生
き
る
よ

ろ
こ
び
を
読
者
に
充
分
自
覚
さ
せ
る
み
ご
と
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
一
五
年
生
ま
れ
の
、
詩
人
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
小
説
家
の

ロ
ワ
に
は
多
く
の
著
書
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
拙
稿
で
は
、
国
ω
ω
巴

畠
．
》
ロ
8
ぼ
o
σ
q
雷
b
霞
①
（
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
）
と
称
す
る
五
七
〇

ぺ
ー
ジ
ほ
ど
の
大
冊
『
わ
た
し
た
ち
』
（
き
§
噂
O
巴
冒
ヨ
鴛
斜

目
O
謬
）
か
ら
恩
恵
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に

シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
の
名
解
説
者
に
頓
首
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
拙
稿
は
、
ポ
！
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
（
℃
暫
巳
国
冨
舞
斜
屋
O
切
1

μ
㊤
器
）
の
最
後
の
愛
に
つ
い
て
些
細
な
考
察
を
試
み
る
も
の
だ

が
、
ガ
ラ
（
O
巴
”
）
、
　
ニ
ェ
ー
シ
ュ
（
7
ε
ω
o
ゲ
）
に
つ
づ
く
第
三

の
、
そ
し
て
最
後
の
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
妻
、
ド
ミ
ニ
ク
（
U
o
日
冒
幣

ρ
ロ
㊦
）
に
つ
い
て
、
『
わ
た
し
た
ち
』
の
一
章
は
貴
重
な
証
言
を
さ

し
出
し
て
く
れ
た
。

　
i
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ロ
ワ
と
ほ
ぼ
同
年
齢
の
ド
ミ
ニ
ク
の
も

と
の
名
は
、
オ
デ
ッ
ト
・
ル
モ
ー
ル
（
O
亀
①
洋
①
い
①
日
o
「
）
、
二

十
歳
の
と
き
ド
ミ
ニ
ク
と
改
め
た
の
だ
っ
た
。
出
身
地
は
フ
ラ
ン

ス
南
西
部
の
ペ
リ
ゴ
ー
ル
（
ド
ル
ド
ー
ニ
ェ
）
、
と
い
っ
た
こ
と

も
、
か
つ
て
ボ
ル
ド
ー
の
大
学
で
知
り
あ
い
、
ロ
ワ
の
得
た
彼
女

の
デ
ー
タ
。
「
メ
キ
シ
コ
人
と
中
国
人
の
混
血
児
の
よ
う
な
目
の
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色
を
し
た
、
横
柄
で
不
精
っ
た
ら
し
い
感
じ
の
、
一
人
前
の
娘
」
．

「
頬
骨
の
出
た
、
皮
肉
っ
ぽ
い
ア
ー
モ
ソ
ド
型
の
イ
ン
ド
人
の
よ

う
な
目
を
し
た
」
ド
ミ
ニ
ク
の
像
が
浮
か
び
出
て
く
る
。
R
．

D
°
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
や
R
・
J
・
セ
ガ
ラ
の
編
ん
だ
『
ア
ル
バ
ム
・

エ
リ
ュ
ア
ー
ル
』
を
見
て
も
、
さ
ほ
ど
の
美
人
で
な
く
、
タ
イ
プ

は
ガ
ラ
に
近
い
。
エ
リ
ュ
ア
ー
ー
ル
と
初
め
て
会
っ
た
と
き
、
彼
女

は
三
十
二
、
三
歳
。
別
れ
た
最
初
の
結
婚
相
手
と
の
間
に
生
ま
れ

た
十
二
歳
の
娘
、
カ
ロ
リ
ー
ヌ
と
暮
ら
し
て
い
た
。
女
性
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
各
国
を
一
人
で
飛
び
ま
わ
る
だ
け
に
、
性
格
に

も
少
々
け
わ
し
く
粗
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
エ
リ
ュ
ア
ー

ル
と
の
再
婚
の
直
前
、
町
な
か
で
ぱ
っ
た
り
会
っ
た
戸
ワ
に
、

「
…
…
あ
な
た
の
親
し
い
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
と
結
婚
す
る

の
よ
。
あ
の
人
な
ら
《
有
利
な
結
婚
相
手
（
げ
Φ
⇔
二
で
母
二
）
》
だ

っ
て
、
み
ん
な
が
言
っ
て
く
れ
る
か
ら
」
と
、
ま
こ
と
に
率
直
に

告
げ
た
り
し
て
い
る
（
も
っ
と
も
、
ロ
ワ
は
そ
れ
を
ヰ
o
巳
①
と

取
っ
て
い
る
が
）
。

　
詩
人
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
生
涯
に
関
心
の
あ
る
者
な
ら
、
彼
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し

初
の
妻
が
ガ
ラ
で
、
の
ち
に
画
家
ダ
リ
の
も
と
へ
奔
っ
た
女
性
だ

と
、
た
い
て
い
承
知
し
て
い
る
だ
ろ
う
ゆ
ス
イ
ス
は
ク
ラ
ヴ
ァ
デ

ル
の
結
核
療
養
所
で
知
り
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
数
え
る
と
、
離
婚
が

決
定
的
と
な
る
一
九
二
九
年
ま
で
、
十
七
年
間
が
ガ
ラ
と
の
愛
の

サ
イ
ク
ル
。
第
二
の
妻
ニ
ュ
ー
シ
ュ
と
の
サ
イ
ク
ル
は
、
彼
女
が

脳
溢
血
で
急
逝
す
る
一
九
四
六
年
ま
で
の
、
十
七
年
間
ゆ
そ
の
あ

と
二
年
半
ほ
ど
の
ブ
ラ
ソ
ク
を
置
い
て
、
詩
人
残
年
の
一
九
五
二

年
ま
で
の
、
わ
ず
か
三
年
間
が
、
ド
、
ミ
ニ
ク
と
の
愛
の
サ
イ
ク

ル
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
『
ガ
ラ
宛
書
簡
集
』
1

い
①
洋
お
ω
帥
O
巴
薗
〔
一
㊤
b
Q
蔭
1
一
り
心
c
◎
〕
”
O
巴
＝
ヨ
⇔
「
9
H
り
◎
。
膳
゜
ー

を
読
ん
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ほ
ん
と
は
そ
う
単
純
に
サ
イ
ク
ル

を
数
字
で
仕
切
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い
。
し
ぼ
し
ば
、
詩
人
は

二
’
ユ
ー
シ
ュ
の
現
身
に
ガ
ラ
リ
幻
身
を
重
ね
て
い
た
（
そ
の
事
実

に
つ
い
て
わ
た
し
は
す
で
に
、
「
新
潮
4
5
」
昭
和
六
十
年
七
月
号

発
表
の
拙
稿
で
く
わ
し
く
紹
介
し
た
）
。

　
ニ
ュ
ー
シ
ュ
の
死
後
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
し
ぽ
し
ぼ
自
殺
の
衝

動
に
か
ら
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
の
悲
痛
の
情
に
と
ら
え
ら
れ
た
詩
人

を
危
機
か
ら
救
っ
た
の
は
、
年
少
の
親
友
夫
婦
、
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー

ヌ
と
ア
ラ
ン
・
み
リ
ュ
タ
だ
っ
た
、
と
、
セ
ガ
ラ
の
『
ア
ル
バ
ム
』

の
説
明
文
や
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
フ
ル
ニ
エ
の
著
書
『
住
居
、
時
代

と
の
再
会
』
（
≧
げ
①
答
聞
o
ロ
旨
凶
①
び
b
偽
§
ミ
鳥
ω
織
ミ
鷺
ミ
唐

、
ミ
、
o
ミ
ミ
画
ピ
o
ω
国
岳
8
霞
ω
聞
鑓
口
ゆ
鉱
。
。
菊
σ
ロ
三
9
H
り
謡
゜
）
は

証
言
し
て
い
る
。
ト
リ
ュ
タ
夫
妻
は
、
ゾ
ラ
と
『
居
酒
屋
』
の
時

代
を
し
の
ぼ
せ
る
シ
ャ
ペ
ル
通
り
の
ぼ
ろ
ア
パ
ル
ト
マ
ン
の
、
エ

リ
ュ
ア
ー
ル
の
部
屋
に
何
ヵ
月
も
同
居
し
て
面
倒
を
見
た
。
こ
の

時
期
の
詩
集
『
記
憶
す
べ
き
肉
体
』
（
O
o
6
ω
ヨ
ひ
ヨ
o
茜
げ
一
〇
）
を
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ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー
ヌ
と
の
官
能
的
（
o
ゴ
9
。
ヨ
①
一
）
な
愛
の
産
物
と
見

る
研
究
家
も
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
た
と
え

ぽ
リ
ユ
ッ
ク
・
ド
コ
ー
ヌ
い
信
o
U
O
o
¢
。
ロ
昌
①
ω
1
ー
一
九
一
三
年

生
ま
れ
の
詩
人
で
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
娘
セ
シ
ル
の
最
初
の
婿

だ
っ
た
こ
の
人
物
は
、
『
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
ー
愛
と
反
抗
と
夢
』

（
、
§
、
専
§
・
㍗
卜
”
§
ミ
き
ミ
惹
ミ
蛍
、
ミ
讐
鳴
山
”
＝
き
斜

一
〇
c
o
b
◎
）
の
な
か
で
、

　
『
愛
・
詩
』
卜
≦
ミ
o
ミ
ミ
辱
息
鴇
魯
H
旨
O

　
『
豊
か
な
目
』
卜
跨
ヒ
偽
ミ
逡
壽
、
議
隷
勲
お
ω
①

　
『
記
憶
す
べ
き
肉
体
』
O
ミ
営
§
郎
§
ミ
織
ミ
魯
一
漣
刈

　
『
不
死
鳥
』
卜
鳴
、
ミ
ミ
き
一
〇
α
H

　
を
愛
の
四
部
作
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
、
ガ
ラ
、
ニ
ュ
ー
シ
ュ
、

ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー
ヌ
、
ド
ミ
ニ
ク
と
の
愛
の
代
表
的
所
産
と
み
な
し

て
い
る
。
『
記
憶
す
べ
き
肉
体
』
が
官
能
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
濫
れ
、

ま
た
「
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー
ヌ
が
わ
た
し
の
生
を
ひ
き
の
ぼ
す
」
と
の

一
句
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
女
の
存
在
を
あ
ま
り
大
き
い
も

の
と
す
る
の
は
危
険
に
思
え
る
。
少
な
く
と
も
『
豊
か
な
目
』
1
ー

ニ
ュ
ー
シ
ュ
と
『
記
憶
す
べ
き
肉
体
』
”
ジ
ャ
ッ
ク
リ
：
ヌ
と
で

は
、
内
容
的
に
ま
た
体
験
サ
イ
ク
ル
的
に
も
、
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
。

　
ト
リ
ュ
タ
夫
妻
の
友
情
に
は
げ
ま
さ
れ
、
み
ず
か
ら
想
像
力
に

よ
り
て
ヨ
ひ
ヨ
o
鑓
匡
o
な
も
の
と
し
て
性
愛
の
よ
ろ
こ
び
を
詩

化
し
、
そ
れ
を
生
の
バ
ネ
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
以
上
に
エ

リ
ュ
ア
ー
ル
が
救
わ
れ
た
の
は
、
レ
ジ
ス
タ
ソ
ス
（
対
独
抵
抗
運

動
）
時
代
の
詩
「
自
由
」
に
よ
っ
て
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ス
ト
詩
人
と
し
て
の
、
社
会
的
行
動
の
多
忙
さ
に
よ
っ
て

で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
叢
書
版
全
集
（
勺
゜
国
一
q
胃
阜
臼
ミ
、
禽
8
ミ
・

黛
ミ
禽
”
押
O
巴
一
一
日
①
『
9
目
O
Φ
◎
。
）
の
年
表
と
A
・
フ
ル
ニ
エ
の

『
住
居
、
…
…
』
の
数
ペ
ー
ジ
か
ら
、
行
動
の
跡
を
ひ
ろ
っ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
オ

る
。
；
ー
一
九
四
七
年
七
、
八
月
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
滞
在
。
フ
ラ

ソ
コ
フ
ラ
ソ
セ
　
ズ
ユ
ニ
ヴ
エ
ル
シ
テ
　
ル

ソ
ス
大
学
連
合
会
の
教
授
・
学
生
の
た
め
の
講
演
に
、
エ
ク
ス

（
≧
×
）
へ
行
く
。
七
月
に
は
、
ロ
ン
ド
ソ
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ン

ロ
ー
ズ
家
に
も
滞
在
。
こ
の
年
、
『
時
は
盗
れ
る
』
（
ピ
①
目
Φ
ヨ
場

念
ぴ
o
a
①
）
ほ
か
三
冊
の
詩
集
と
、
一
冊
の
（
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ヤ

ン
か
ら
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
い
た
る
）
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
を
刊
行
す

る
。
翌
四
八
年
四
月
に
は
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
南
西
部
の
工
業
都
市
ウ

ロ
ツ
ワ
フ
（
≦
イ
o
。
ド
≦
）
で
の
平
和
会
議
に
、
親
し
い
画
家
ピ
カ

ソ
と
と
も
に
出
席
し
、
功
労
賞
を
受
け
る
（
た
だ
し
、
フ
ル
ニ
エ

に
よ
れ
ぽ
こ
れ
は
同
年
八
月
の
こ
と
）
。
五
月
に
は
、
ス
イ
ス
、

つ
い
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
招
か
れ
る
。
こ
の
年
、
『
政
治
詩
篇
』

（
℃
o
伽
ヨ
Φ
ω
℃
o
＝
ρ
q
①
ω
）
ほ
か
五
冊
の
詩
集
を
刊
行
。
そ
し
て
一

九
四
九
年
－
四
月
、
パ
リ
で
の
世
界
平
和
会
議
に
フ
ラ
ソ
ス
代

表
と
し
て
参
加
。
詩
集
『
レ
ダ
』
（
い
＆
帥
）
『
愛
の
季
節
』
（
い
国
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oo

I
ω
o
昌
α
窃
9
ヨ
o
自
ω
）
が
刊
行
さ
れ
る
五
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
か
ら
ギ
リ
シ
ア
へ
旅
行
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
民

族
解
放
戦
線
の
パ
ル
チ
ザ
ン
た
ち
と
と
も
に
、
グ
ラ
モ
ス
山
中
で

何
日
も
過
ご
す
。
七
月
、
生
地
サ
ン
・
ド
ニ
で
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
（
十
八
世
紀
の
革
命
家
）
の
胸
像
除
幕
式
に
参
列
。
同
月
末
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
飛
び
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
の
革
命
詩
人
サ
ン
ド
ー
ル
・

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ペ
テ
ー
フ
ィ
の
残
後
百
年
祭
に
出
席
（
パ
ブ

ロ
・
ネ
ル
ー
ダ
も
参
加
）
。
九
月
初
め
、
メ
キ
シ
コ
で
の
平
和
会

議
に
出
席
。
そ
の
会
場
で
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
自
分
の
娘
ほ
ど
若

い
ド
ミ
ニ
ク
と
出
会
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
五
十
四
歳
の
詩
人
に
、
新
し
い
（
最
後
の
）
愛
が
生
ま
れ
た
。

た
ち
ま
ち
ド
ミ
ニ
ク
に
魅
せ
ら
れ
た
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
、
十
月
に

は
彼
女
を
伴
っ
て
パ
リ
に
帰
り
、
以
後
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
展
の

催
さ
れ
る
プ
ラ
ハ
へ
、
仏
ソ
協
会
の
会
合
の
あ
る
ソ
フ
ィ
ア
へ
、

メ
：
デ
ー
の
モ
ス
ク
ワ
へ
、
と
、
し
ぽ
し
ば
彼
女
と
と
も
に
行
動

し
た
（
ピ
カ
ソ
夫
妻
を
立
会
人
と
す
る
結
婚
式
は
、
五
一
年
六
月

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
　
へ

十
五
日
だ
が
、
実
質
的
に
は
、
二
人
は
四
九
年
秋
に
結
ぽ
れ
て
い

た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
ド
コ
ー
ヌ
は
、
そ
れ
を
四
九
年
十
二
月

と
し
て
い
る
）
。

　
ロ
ワ
、
ド
コ
ー
ヌ
、
フ
ル
ニ
エ
ら
の
証
言
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み

る
と
、
第
三
の
妻
、
二
十
い
く
つ
も
年
少
の
ド
ミ
ニ
ク
の
、
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ん
ど
言
い
な
り
に
な
っ
て
い
る
大
甘
の
ポ
ー
ル
が
浮
か
び
出
る
。

亡
き
前
妻
ニ
ュ
ー
シ
ュ
の
思
い
出
の
し
み
つ
い
た
、
シ
ャ
ペ
ル
通

り
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
に
居
た
く
な
い
、
と
ド
ミ
ニ
ク
が
言
え
ぽ
、

ヴ
ァ
ン
サ
ン
ヌ
の
森
に
接
す
る
シ
ャ
ラ
ン
ト
ン
・
ル
・
ボ
ン
の
グ

ラ
ヴ
ェ
ル
通
り
五
十
二
番
地
（
α
N
9
〈
①
口
賃
o
畠
o
O
『
°
。
〈
o
＝
o
）

に
、
よ
り
快
適
な
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
借
り
る
。
ド
ラ
イ
ヴ
好
き
な

彼
女
の
た
め
に
、
折
畳
み
式
幌
付
き
の
車
を
買
っ
て
や
る
。
ド
コ

ー
ヌ
に
言
わ
せ
れ
ぽ
「
外
出
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
旅
行
の
好
き
な

新
し
い
妻
（
ω
①
印
9
‘
＜
o
＝
①
ひ
℃
O
ロ
ω
o
ρ
三
⇔
一
ヨ
0
8
ω
ω
O
諄
冨
ω
》

一
①
ω
み
o
o
で
二
〇
口
9
一
①
ω
＜
o
網
鋤
σ
q
①
ω
゜
）
」
の
た
め
に
、
詩
人
は
よ
ろ

こ
ん
で
貴
重
な
蔵
書
や
絵
画
を
売
り
と
ぽ
し
、
む
り
を
し
て
原
稿

料
か
せ
ぎ
の
仕
事
を
す
る
。
ロ
ワ
に
よ
れ
ぽ
、
「
タ
ー
ザ
ソ
と
暮

ら
す
野
生
の
娘
の
し
な
や
か
さ
と
、
『
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
』

の
な
か
で
に
っ
こ
り
笑
う
猫
の
重
々
し
さ
」
を
も
っ
て
、
十
二
歳

の
カ
ロ
リ
ー
ヌ
が
そ
ん
な
彼
ら
を
じ
っ
と
見
て
い
た
わ
け
だ
。

　
だ
が
、
と
も
あ
れ
、
ド
ミ
ニ
ク
こ
そ
は
、
死
を
数
年
後
に
ひ
か

え
た
く
愛
V
の
詩
人
に
、
「
青
春
の
幻
想
（
一
〇
ω
已
信
巴
o
口
ω
α
①
ド

一
①
暮
Φ
ω
器
）
」
を
も
た
ら
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ニ
ク
ス

　
生
前
最
後
の
詩
集
『
不
死
鳥
』
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
「
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

現
存
す
る
ド
ミ
ニ
ク
」
の
一
篇
は
、
そ
れ
を
証
す
も
の
と
言
え
る
。

ぜ
ん
ぶ
で
五
十
七
行
の
詩
は
、
こ
う
始
ま
る
。
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一）

n
ヨ
一
昌
一
ρ
⊆
①
拶
仁
冒
二
『
Ω
ゴ
ロ
一
〇
『
ひ
ω
O
昌
什
①

日り

n
⊆
什
①
ω
一
①
ω
O
ず
O
ω
O
ω
9
ロ
ゲ
⇔
ω
9
0
『
山

一『

n
信
ω
♂
ω
ヨ
O
富
匹
津
ω
ω
9
ロ
ω
網
娼
O
口
ω
O
「

国
け
ρ
¢
一
ω
o
昌
け
唱
二
ω
o
o
3
日
o
＝
ω
o
励
o
づ
什
ユ
凶
房

国
け
昌
巳
ロ
、
団
℃
o
『
傷
o
叶
昌
巳
昌
．
団
σ
q
餌
σ
q
昌
o

　
こ
こ
に
並
列
さ
れ
る
の
は
、
ω
冨
ユ
ρ
ロ
①
で
い
の
ち
の
輝
き
も

躍
動
も
示
さ
な
い
、
こ
と
ぽ
と
事
物
と
人
間
と
の
関
係
、
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

に
も
冨
昌
巴
で
日
常
的
（
ρ
q
o
ユ
象
①
昌
）
な
生
き
方
を
指
す
詩
句

で
あ
る
。
未
来
と
い
っ
て
も
「
明
日
」
の
こ
と
で
し
か
な
い
、
そ

ん
な
た
よ
り
な
い
刹
那
的
な
気
持
ち
と
暮
ら
し
ぶ
り
。
同
質
の
表

現
が
あ
と
二
連
つ
づ
く
。

い
O
ω
ω
Φ
昌
ユ
昌
日
Φ
昌
け
ω
帥
　
一
9
◎
　
α
①
「
陣
く
①

国
け
一
．
①
h
h
o
答
『
皿
口
ω
ρ
β
o
ユ
象
o
昌

［
①
〈
9
σ
q
ロ
Φ
ω
O
ロ
く
Φ
ロ
マ
α
Φ
ω
ω
O
昌
σ
q
①
ω

】
U
．
m
〈
①
ロ
一
「
①
昌
げ
口
け
け
Φ
卿
畠
①
日
O
一
昌

（
偶
然
ま
か
せ
の
　
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら

考
え
な
し
に
口
に
す
る
　
あ
ら
ゆ
る
言
葉
は

言
わ
れ
た
と
お
り
受
け
と
ら
れ

損
す
る
者
　
得
す
る
者
も
　
一
人
も
い
な
い

い
O
ω
日
O
け
ω
O
O
一
口
0
0
ω
山
餌
口
ω
β
ヨ
①
昌
h
①
『

U
o
「
O
賃
Φ
ω
⊆
ω
伽
o
ω
α
①
嵩
σ
q
ロ
①
ω
】
β
o
『
8
ω

ピ
。
ω
象
。
ω
⑦
ω
σ
q
「
幕
ω
①
け
ω
①
ヨ
窪
ゆ
げ
蕾

ピ
O
ω
ゴ
O
日
ヨ
O
o
o
件
O
口
『
昌
四
昌
け
α
◎
昌
ω
一
①
〈
①
口
け

言
目
ω
9
①
ω
〈
O
団
餌
昌
3
ω
ρ
仁
鮎
①
雰
O
一
昌
ユ
日
①

国
け
討
く
餌
O
①
口
『
畠
o
ω
ω
①
昌
ユ
ヨ
①
昌
け
ω

い
o
o
8
昌
「
『
0
σ
q
辰
o
o
日
3
0
ロ
昌
o
o
鴎
o
β
〇
ニ

ピ
①
ω
o
ω
冒
o
マ
ω
「
0
α
巳
富
餅
ロ
0
餌
ロ
け
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な
り
行
き
ま
か
せ
の
　
感
情

い
か
に
も
な
じ
み
の
　
骨
の
折
り
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
夢
の
　
あ
い
ま
い
な
思
い
出

あ
し
た

明
日
ぼ
か
り
が
め
あ
て
の
未
来
）

（
廃
線
の
　
す
り
へ
っ
た
車
輪
の

地
獄
へ
と
追
い
つ
め
ら
れ
た
言
葉

灰
色
の
　
ど
れ
も
よ
く
似
た
こ
と
が
ら

き
り
き
り
と
風
に
舞
う
人
び
と



目
に
あ
ざ
や
か
な
筋
肉
　
し
た
し
い
骨
格

そ
し
て
　
感
情
の
も
や

ひ
つ
ぎ
枢
の
よ
う
に
き
っ
ち
り
造
ら
れ
た
　
心
臓

無
に
帰
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
希
望
）

〈
み
匹
巳
「
Φ
卿
昌
曾
三
（
無
に
す
る
）
〉
と
い
う
表
現
が
、
詩
人
の

心
情
を
要
約
し
て
い
る
。
暗
い
荒
蓼
た
る
心
象
風
景
だ
。
と
こ
ろ

が
、
右
の
第
四
連
の
あ
と
に
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
《
＊
》
（
⇔
ω
鼠
・

ユ
。
・
ρ
ρ
0
1
1
星
印
）
を
一
つ
打
っ
て
、
ま
っ
た
く
新
た
な
表
現
に
移

る
。

↓
¢
①
い
く
①
昌
β
Φ
一
導
β
。
℃
「
①
ω
⊥
B
一
象
O
同
①
〈
鉱
け
冨
榊
①
「
「
①

国
け
討
8
「
「
①
O
汁
．
♂
ω
ゲ
O
ヨ
ヨ
O
ω
O
口
梓
O
ゲ
帥
昌
σ
q
ひ
α
O
ω
①
口
ω

閏
け
器
ヨ
Φ
ω
信
冨
窪
O
ロ
〈
σ
『
ひ
σ
q
示
0
9
β
日
O
ρ
ロ
巴
】
β
⇔
昌
け

菊
伽
σ
q
尿
O
O
ヨ
H
ロ
①
ロ
づ
Φ
〈
一
σ
q
口
Φ

〉
一
博
凶
口
h
凶
昌
一
昌
O
け
「
①
O
ゲ
Φ
目
一
昌
一
①
ぴ
口
け
山
O
ロ
o
帥
醒
叶
『
O
ω

U
①
ω
ロ
げ
①
一
一
一
Φ
ω
〈
O
一
四
凶
Φ
口
け
h
仁
け
信
『
①
ω
（
一
〇
「
①
⊆
『
ヨ
一
①
一

国
叶
〕
曽
巴
ヨ
巳
二
℃
＝
0
°
ヨ
①
ω
仙
①
ω
一
屋
α
①
ξ
日
晟
『
①

℃
O
¢
「
Φ
昌
0
9
β
唱
「
Φ
昌
窪
『
O
冨
「
既
ω
O
昌

↓
口
o
ω
〈
①
ロ
じ
o
〕
．
傘
巴
ω
け
3
ω
件
臨
ω
8
U
、
蝕
岳
梓
o
巳

O
．
①
ω
辞
餅
唱
餌
「
ユ
「
鮎
O
け
巳
ρ
¢
O
一
堵
巴
象
梓
O
巳
⇔
q
】
β
O
ロ
自
Φ

勺
O
ユ
け
O
津
＝
①
霊
鴨
巴
ヨ
巴
ω
O
O
ヨ
ヨ
Φ
信
昌
σ
q
帥
『
ゆ
O
口

Z
①
℃
O
ロ
け
9
ヨ
①
「
ρ
卓
①
ω
O
昌
①
昌
h
薗
昌
o
①

〉
＜
①
O
冨
h
O
8
㊦
α
鳩
賃
昌
℃
⇔
o
。
ω
仙
q
伽
ω
δ
凶
口
胃
0
°
。
℃
信
『

〉
＜
㊦
O
一
①
h
O
口
α
”
口
P
O
O
ゲ
P
口
ω
O
昌
ω
P
昌
ω
h
鋤
信
ω
ω
O
昌
O
け
O

い
9
且
①
霞
①
一
昌
富
9
①
①
け
『
o
O
q
「
㊤
昌
仲
h
鐸
二
罵
傷
二
ω
9
。
⇔
σ
q

U
帥
昌
ω
冨
α
q
O
「
σ
q
O
O
け
♂
ロ
o
冠
く
「
⑦
ω

（
き
み
は
や
っ
て
来
た
　
そ
の
午
後
　
大
地
は
息
も
た
え
だ

　
え
だ
っ
た

そ
し
て
　
大
地
も
人
間
も
そ
れ
ぞ
れ
の
向
き
を
変
え
た

磁
石
の
よ
う
に
　
葡
萄
の
木
の
よ
う
に
　
自
分
が

規
正
さ
れ
　
と
と
の
え
ら
れ
た
の
が
　
ぼ
く
に
は
解
っ
た

ぼ
く
ら
の
道
他
の
人
び
と
の
目
ざ
す
と
こ
ろ
も
　
は
て

　
し
な
く

蜜
蜂
た
ち
は
飛
ん
で
い
た
　
か
れ
ら
の
蜜
の
未
来
そ
の
も

　
の
が

ぼ
く
は
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
た
光
へ
の
欲
望
を

そ
の
理
由
を
理
解
し
よ
う
と
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悲
し
み
に
沈
ん
で
い
る
と
　
き
み
が
や
っ
て
来
た
　
ぼ
く

　
　
　
　
　
　
　
は
ウ
イ
と
答
え
た

　
　
　
　
　
き
み
以
来
だ
　
世
界
に
ウ
イ
と
答
え
た
の
は

　
　
　
　
　
娘
よ
　
少
年
期
し
か
気
に
入
ら
ぬ
少
年
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
ぼ
く
は
き
み
を
愛
し
て
い
た
　
．

　
　
　
　
　
と
て
も
遠
い
　
と
て
も
純
粋
な
過
去
を
力
に

　
　
　
　
　
調
子
の
は
ず
れ
な
い
歌
を
火
に
し
て

　
　
　
　
　
乳
房
と
唇
の
な
か
の

　
　
　
　
　
き
ず

　
　
　
　
　
疵
ひ
と
つ
な
い
宝
石
　
ひ
め
や
か
な
血
の
流
れ
）

　
　
つ
づ
く
三
つ
の
連
で
、
《
目
二
①
ω
＜
Φ
套
Φ
》
（
き
み
は
や
っ
て
来

た
）
は
あ
と
三
回
繰
返
さ
れ
る
。
あ
き
ら
か
に
ド
ミ
ニ
ク
と
の
出

会
い
の
よ
ろ
こ
び
だ
。
「
無
に
帰
し
た
」
は
ず
の
希
望
は
、
よ
み

が
え
る
ゆ
　
　
　
　
　
∴

目
⊆
①
ω
〈
。
窪
。
『
＜
8
⊆
α
、
。
〈
圃
く
冨
碧
葺
琶
8
6
ω

目
o
話
ロ
ω
巴
梓
鼠
昌
巳
酔
剛
o
霞
匙
Φ
＝
°
母
①
ω
ω
巴
二
①
゜
。
o
ヨ
げ
「
①
ω
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。
霞
凸
ω
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巴
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霞
げ
。
信
。
。
二
8
時
巴
①
霞
ω
磯
ポ
8
昌
ω

O
。
日
3
。
暮
8
昌
ρ
巳
く
。
詳
。
訂
一
「

ピ
、
ゲ
Φ
ま
①
｛
ぎ
①
h
凶
σ
q
。
β
。
律
δ
＜
o
一
号
ω
7
ぎ
巳
巴
①
ω

国
＝
、
¢
。
ロ
8
ヨ
器
冨
ω
葺
匙
嘗
ω
♂
ω
四
。
匙
。
ω
鼠
募
耳
①
ω

↓
信
①
ω
〈
①
昌
器
『
ω
ユ
＜
o
°
。
＝
ま
鑓
一
Φ
韓
♂
自
2
〈
Φ

℃
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藍
＝
①
日
g
。
ユ
醒
の
曾
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卿
訂
日
①
「
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↓
q
。
ω
＜
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窪
①
豆
臣
冨
暮
①
碧
h
。
民
匹
①
ヨ
9
匹
。
巳
。
霞

O
器
一
、
碧
げ
「
①
ω
9
曽
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9
『
｛
。
み
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マ
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σ
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ぐ
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マ
o
一
．
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耳
0
9
冨
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三
鼠
象
四
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ω
o
ぽ
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℃
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達
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伽
σ
q
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♂
鼠
a
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雲
ω
、
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ω
二
β
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謬
昏
①

臼
o
マ
0
8
ω
o
に
8
霞
巴
ロ
o
ω
け
山
①
〈
9
ロ
ω
o
ヨ
ヨ
①
け

い
国
ヨ
凶
ω
警
①
ω
、
①
ω
叶
o
h
h
曽
＆
Φ

訂
鳳
①
8
窪
訂
げ
巨
畠
①
9
一
①
日
、
⇔
げ
①
駐
ω
β
。
δ

ピ
①
8
巳
。
マ
ω
雪
ω
み
く
巴
＝
ヨ
唱
四
ω
ω
Φ
①
二
角
h
註
σ
q
器

ω
o
ω
o
韓
旨
『
帥
げ
『
≡
曾
畠
ゴ
昌
h
窪
げ
讐
欝
韓
畠
①
ω
日
巴
諺

ピ
．
警
①
ヨ
ま
ω
．
①
ω
梓
象
・
℃
ま
。

O
§
日
8
m
σ
Q
ま
①
卑
3
m
。
9
。
ぎ
Φ
b
自
縁
①

］
≦
o
p
ω
＝
Φ
ロ
8
ω
○
昌
o
お
①
け
ヨ
o
p
曾
ゴ
o
ω
①
o
お
汁

ζ
8
碧
Φ
己
σ
q
げ
く
。
風
ヨ
①
g
ヨ
餌
く
器
鼠
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゜
。
g
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伽
①
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冨
昌
．
巴
覚
岳
2
盤
①
9
℃
み
ω
Φ
口
。
o

↓
ロ
ヨ
、
器
o
o
¢
〈
Φ
二
侮
①
＄
o
o
昌
h
討
昌
o
o
°

（
き
み
は
や
っ
て
来
た
　
生
き
る
願
い
が
肉
体
に
な
り

重
い
夜
を
え
ぐ
り
　
闇
を
愛
撫
し
て
い
た

こ
び
り
つ
く
泥
や
氷
を
　
溶
か
す
た
め

視
力
の
つ
よ
い
目
の
よ
う
に

や
わ
ら
か
い
草
が
　
飛
ん
で
い
る
燕
を
凍
ら
せ

闇
夜
の
袋
を
　
秋
が
重
た
く
し
て
い
た
と
き

き
み
は
や
っ
て
来
た
　
川
岸
は
川
の
流
れ
を
解
放
し
て
い

　
た
海
に
ま
で
行
か
せ
て
や
る
た
め
に

き
み
は
や
っ
て
来
た
　
ぼ
く
の
苦
し
み
の
底
に
ま
で

無
風
の
森
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
木
よ
り
も
気
高
く

悲
嘆
と
疑
惑
の
叫
び
声
は
消
え
た

ぼ
く
ら
の
愛
の
日
を
ま
え
に

栄
光
よ
　
闇
と
恥
辱
は
太
陽
に
席
を
ゆ
ず
り

重
圧
感
は
う
す
れ
　
重
荷
に
は
笑
い
が
お
き
た

栄
光
よ
　
地
下
道
は
山
頂
に
ひ
と
し
く
な
り

悲
惨
は
失
せ
た

習
慣
の
場
で
　
ぼ
く
は
馬
鹿
に
な
り
か
け
て
い
た

目
ざ
め
の
な
い
廊
下
　
行
き
ど
ま
り
　
疲
労

そ
れ
ら
が
　
手
を
打
ち
鳴
ら
す
炎
に
き
ら
め
き
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

永
遠
が
お
も
む
ろ
に
展
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

お
お
　
活
澄
に
動
き
な
が
ら
ぼ
く
の
静
か
な
想
い
と
な
る

　
き
み

ぼ
く
を
高
く
ひ
び
か
せ
る
沈
黙
　
ひ
そ
か
な
エ
コ
ー

目
の
見
え
る
盲
人
　
障
害
を
こ
え
た
視
線
と
な
る
　
き
み

ぼ
く
に
は
も
は
や
　
き
み
の
現
存
し
か
な
か
っ
た

信
頼
で
き
み
は
ぼ
く
を
お
お
っ
た
。
）

　
一
九
五
〇
年
四
月
、
「
閣
負
o
℃
①
」
誌
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
詩
の

な
か
で
も
、
「
見
る
こ
と
、
そ
れ
は
理
解
す
る
こ
と
、
行
動
す
る

こ
と
」
（
＜
o
一
「
o
、
①
ω
梓
8
B
箕
①
づ
曾
o
o
．
o
ω
け
9
σ
q
冒
…
〔
『
政
治
詩

篇
』
「
印
刷
工
の
同
志
た
ち
に
」
〕
）
を
信
条
と
し
た
エ
リ
ュ
ア
ー

ル
独
特
の
（
目
V
の
は
た
ら
き
が
、
と
く
に
終
わ
り
の
部
分
に
鮮

明
で
あ
る
。
悲
痛
な
経
験
に
よ
っ
て
こ
こ
ろ
を
盲
に
し
て
い
た
詩
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人
は
、
〈
⇔
〈
Φ
ロ
σ
q
♂
〈
o
団
9
。
口
鷲
〉
ド
ミ
ニ
ク
の
愛
の
お
か
げ
で
彼

自
身
く
o
嘱
⇔
韓
（
見
え
る
）
状
態
を
と
り
も
ど
し
、
人
生
の
困
難

を
の
り
こ
え
る
（
象
忘
ω
器
『
）
視
力
・
視
線
（
〈
信
o
）
を
ふ
た
た

び
わ
が
も
の
と
す
る
。
（
目
V
は
、
レ
イ
モ
ン
・
ジ
ャ
ン
が
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
リ
ユ
ロ

よ
う
に
、
・
「
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
に
と
っ
て
つ
ね
に
生
の
〈
場
〉
と
し
て

現
わ
れ
、
そ
こ
に
世
界
が
映
し
出
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
は

さ
ら
に
発
展
し
、
豊
か
に
な
り
、
真
の
色
彩
を
見
出
す
」
（
閃
ミ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

日
o
巳
冒
p
戸
℃
§
、
肉
ミ
ミ
翫
博
ミ
、
ミ
ー
§
輸
§
♪
国
自
三
8
ω

畠
信
ω
①
已
r
目
り
①
o
。
）
ー
す
な
わ
ち
、
詩
人
が
愛
を
．
は
ぐ
く
み
、

つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
シ
ヤ
ソ
ジ
ユ

創
り
、
そ
の
こ
と
で
世
界
に
対
し
て
〇
三
と
言
う
生
の
交
換
の

場
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
批
評
家
R
・
ジ
ャ
ン
の
も
う

ひ
と
つ
の
文
章
を
引
け
ば
、

「
可
視
事
実
へ
の
再
認
識
（
感
謝
）
だ
け
が
、
愛
で
あ
り
得
る
。

可
視
事
実
は
、
直
接
も
の
の
形
態
を
確
定
し
、
そ
の
形
態
を
豊
か

に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
果
た
す
何
よ
り
の
も
の
だ
か

ら
。
だ
か
ら
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
に
と
っ
て
視
線
（
冨
σ
q
餌
a
）
と

は
、
と
り
わ
け
相
手
と
結
び
つ
き
愛
す
る
手
段
で
あ
る
。
…
…
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

つ
め
る
こ
と
（
お
σ
q
。
乙
興
）
は
、
欲
望
の
秩
序
に
適
い
、
ま
た
愛

や
友
愛
の
そ
れ
に
も
か
な
う
だ
ろ
う
」
（
菊
゜
臼
＄
P
卜
§
ミ
蓋
恥

儀
ミ
栽
禽
き
国
岳
江
o
霧
価
ロ
ω
窪
一
一
w
巳
ミ
ー
℃
」
鰹
）

　
と
い
う
わ
け
で
、
『
豊
か
な
目
』
の
諸
詩
篇
が
ニ
ュ
ー
シ
ュ
と

の
愛
を
証
し
た
よ
う
に
、
〈
ド
ミ
ニ
ク
詩
篇
〉
は
く
o
饗
暮
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
し

を
う
た
う
こ
と
で
、
第
三
の
妻
へ
の
愛
の
何
よ
り
の
証
と
な
っ

た
。
蛇
足
な
が
ら
、
〈
9
。
〈
①
β
σ
q
一
〇
〈
o
矯
9
。
昌
篤
〉
の
倉
く
o
口
σ
q
一
①
》
と

は
、
愛
の
熱
中
状
態
（
恋
は
盲
目
！
）
だ
が
、
含
o
冨
艮
（
①
）
》
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

そ
の
状
態
で
初
め
て
希
望
の
世
界
、
生
き
る
よ
ろ
こ
び
が
見
え
て

ヘ
　
　
　
へ

く
る
こ
と
の
、
暗
喩
的
形
容
で
あ
る
。

　
二
十
一
年
ほ
ど
前
、
一
九
二
九
年
十
二
月
、
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
革
命
」
第
十
二
号
誌
上
で
、
「
す
ぼ
ら
し
い
愛
と
、
く
た
び

れ
た
人
生
と
、
い
ず
れ
に
軍
配
を
挙
げ
る
か
」
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
、

「
す
ぽ
ら
し
い
愛
は
〔
ひ
と
を
〕
殺
す
（
い
．
9
。
ヨ
o
霞
巴
巳
窮
げ
一
〇

言
①
）
」
と
答
え
て
い
た
（
動
詞
ε
o
「
に
は
、
う
ん
ざ
り
さ
せ
る
、

絶
望
さ
せ
る
、
滅
ぼ
す
、
な
ど
の
意
味
も
あ
る
）
。
こ
の
一
3
巳
Φ

を
含
む
と
い
う
よ
り
マ
o
巳
o
そ
の
も
の
の
回
答
は
、
詩
人
の
真

意
に
そ
っ
て
加
筆
す
れ
ぽ
、
「
す
ぼ
ら
し
い
愛
も
そ
の
薄
象
の

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

。
ゲ
9
。
ヨ
①
一
（
貯
）
な
現
存
を
得
な
け
れ
ば
、
ひ
と
を
絶
望
さ
せ
自
殺

さ
せ
る
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
ニ
ュ
ー
シ
ュ
の
死
後
数
ヵ
月
の
エ
リ

ュ
ア
ー
ル
が
、
も
う
少
し
で
そ
れ
を
実
証
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

い
や
、
社
会
的
行
動
の
多
忙
さ
に
追
わ
れ
て
い
る
間
に
も
、
そ
の

危
険
は
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ド
、
ミ
ニ
ク
の
現
存
と
い
う
可
視

事
実
が
必
要
だ
っ
た
、
1
少
な
く
と
も
詩
人
が
理
想
と
し
た

（
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
流
の
弁
証
法
に
よ
れ
ぽ
〈
善
の
側
〔
9
。
口
甑
⑦
口
〕
〉

に
立
つ
）
愛
の
詩
を
う
た
う
た
め
に
は
。
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「
愛
と
は
、
未
完
成
の
人
間
の
こ
と
」
（
ピ
、
餌
ヨ
o
貫
。
．
。
曾
一
、
－

ゲ
o
ヨ
ヨ
δ
言
碧
ゲ
①
〈
O
i
卜
黛
　
園
暗
　
篤
§
§
“
ミ
ミ
♪
　
℃
0
0
巴
①
＼

0
9
。
一
嵩
ヨ
母
斜
℃
°
謹
）
と
つ
ね
に
意
識
し
な
が
ら
、
「
愛
す
る
、
そ

れ
は
唯
一
の
生
き
る
理
由
」
（
≧
日
①
ぴ
o
．
①
ω
二
、
⊆
巳
ρ
唱
o
「
巴
ω
o
昌

仙
①
〈
一
く
『
①
i
b
篭
“
鳥
、
魯
誉
、
ら
Q
儀
Q
、
博
蟄
§
O
ミ
き
　
目
O
戯
刈
鯉
ラ
ジ

オ
放
送
の
講
演
草
稿
）
と
い
う
結
論
に
む
か
っ
て
生
き
た
詩
人
に

と
っ
て
、
し
か
し
五
十
路
な
か
ば
、
多
く
の
人
生
経
験
を
へ
た
い

わ
ば
老
熟
期
に
－
純
粋
に
⇔
〈
窪
α
q
8
（
盲
目
的
な
ひ
と
）
に
な

り
得
な
い
は
ず
の
年
齢
で
1
獲
得
し
た
愛
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。

『
不
死
鳥
』
の
な
か
の
「
ぼ
く
は
き
み
を
愛
す
る
」
（
旨
①
什
．
巴
ヨ
①
）

に
、
つ
ぎ
の
詩
句
が
あ
る
。

匂
o
侍
、
巴
ヨ
⑦
B
母
8
5
0
ω
8
ω
h
㊦
日
ヨ
o
ω

　
冨
ω
8
昌
遷
Φ
ω
（
ぼ
く
は
き
み
を
愛
す
る

っ
た
す
べ
て
の
女
た
ち
の
た
め
）
…
…

　
　
コ
　
　
　
　
　
リ
　
　
コ

ρ
＝
O
　
』
O
　
昌
螢
一

知
り
合
え
な
か

密
け
、
β
。
凶
日
o
宕
霞
8
仁
8
ω
『
ω
h
Φ
ヨ
ヨ
Φ
ω
ρ
ロ
①
甘
吃
巴
ヨ
㊦

　
冨
ω
（
ぼ
く
は
き
み
を
愛
す
る
　
ぼ
く
が
愛
し
て
い
な
い
女

た
ち
す
べ
て
の
た
め
）
：
：
“
・

右
の
表
現
中
の
前
置
詞
噂
O
癖
に
は
、
〈
ゆ
曽
㊦
箕
巳
特
o
ミ
⊆
昌

　
　
　
　
　
　
　
か

⇔
目
＃
Φ
（
他
人
に
代
わ
っ
て
罰
を
う
け
る
）
〉
の
例
の
よ
う
に
、

《
代
理
》
性
を
も
た
ら
す
働
き
が
あ
る
。
従
っ
て
「
…
…
の
た
め
」

と
訳
し
た
部
分
は
、
「
…
…
の
代
わ
り
に
」
と
し
て
も
間
違
い
で

は
な
い
。
詩
集
成
立
の
背
景
と
、
表
現
の
対
現
実
的
必
然
性
を
考

え
て
、
「
き
み
」
を
ド
ミ
ニ
ク
と
す
る
な
ら
、
彼
女
は
詩
人
の
知

ら
な
い
（
つ
ま
り
じ
っ
さ
い
に
愛
す
る
こ
と
の
な
い
）
女
た
ち
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ベ
て
の
《
代
理
》
と
し
て
見
ら
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

逆
に
言
え
ぽ
、
ド
ミ
ニ
ク
は
か
け
が
え
の
な
い
唯
一
の
女
（
ω
①
巳
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
リ
ユ
ロ

o
け
自
巳
ρ
器
h
o
ヨ
ヨ
①
）
の
性
格
を
失
い
、
生
の
〈
場
〉
・
生
の

エ
シ
ヤ
ソ
ジ
ニ

交
換
の
場
で
あ
る
《
目
》
に
ひ
と
し
く
、
詩
人
「
ぼ
く
」
が
他

の
さ
ま
ざ
ま
の
女
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
牡
つ
た
め
の
、
い
，

わ
ぽ
開
か
れ
た
官
能
の
〈
場
〉
と
化
し
て
い
く
。

　
も
と
も
と
、
人
間
の
自
由
や
快
楽
を
抑
圧
し
、
既
成
の
ブ
ル
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ソ

ヨ
ア
的
秩
序
や
カ
ビ
く
さ
い
個
人
主
義
的
倫
理
に
否
を
叫
び
、
夢

や
狂
気
を
と
お
し
て
旧
体
制
社
会
を
つ
き
崩
す
破
壊
的
な
美
を
表

現
し
て
き
た
の
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

こ
の
芸
術
運
動
の
中
心
に
い
た
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
が
、
一
人
の
女
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

独
占
し
、
そ
の
自
由
を
拘
束
す
る
と
と
も
に
愛
を
占
有
す
る
こ
と

に
反
対
す
る
の
は
、
当
然
と
言
え
た
。
む
ろ
ん
女
の
側
か
ら
言
え

ぽ
、
た
だ
一
人
の
男
に
隷
属
す
る
の
で
な
く
隅
ブ
ル
ト
ン
ゆ
お
8
口

の
《
ナ
ジ
ャ
》
≧
Q
ミ
亀
の
よ
う
に
、
つ
い
に
は
錯
乱
に
い
た
ろ
う

と
も
愛
の
全
的
自
由
を
享
受
す
る
こ
と
が
、
当
然
の
あ
り
か
た
と

62



な
る
。

　
一
九
三
二
年
の
『
直
接
の
生
』
（
卜
喬
園
暗
凡
§
§
“
ミ
ミ
鳴
）
の
な

か
の
一
篇
の
題
名
は
、
「
す
べ
て
の
女
に
代
わ
る
一
人
の
女
」

（
q
ロ
①
℃
o
霞
8
口
8
ω
）
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
詩
集
に
は
ニ
ュ
：

シ
ュ
が
登
場
す
る
け
れ
ど
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
彼
女
た
だ
ひ
と
り

に
愛
の
歌
を
捧
げ
る
の
で
な
く
、
コ
人
あ
る
い
は
数
人
の
…
…

（
d
昌
①
o
信
巳
二
ω
一
⑦
母
ω
）
」
と
い
う
複
数
的
な
対
象
を
、
ひ
と
つ

の
夢
の
な
か
に
増
殖
さ
せ
よ
う
と
つ
と
め
て
い
た
。
一
九
三
八
年

の
『
自
然
な
流
れ
』
（
O
ミ
δ
§
ミ
ミ
ミ
）
の
な
か
に
も
、
内
容
は

異
に
し
な
が
ら
も
全
く
同
一
題
名
の
詩
が
収
め
ら
れ
、
ま
た
逆

に
、
「
一
人
の
女
に
．
代
わ
る
す
べ
て
の
女
」
（
目
o
耳
①
・
。
℃
o
霞

昌
o
）
と
題
す
る
詩
も
あ
っ
た
。

　
言
う
も
お
ろ
か
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
愛
は
、
あ
の
ド
ン
・
フ
ァ

ン
の
愛
と
は
、
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
現
実
生
活
で

は
℃
ε
ω
冨
母
ω
の
女
ど
こ
ろ
か
、
ダ
リ
の
も
と
へ
妻
ガ
ラ
が
去
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
あ
と
も
、
じ
つ
に
長
い
年
月
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
こ
の
一
人
の

女
を
執
拗
に
慕
い
つ
づ
け
て
い
た
（
『
ガ
ラ
宛
書
簡
集
』
を
見
た

ま
え
1
）
。
し
か
し
、
彼
の
詩
精
神
、
彼
の
思
想
は
、
ま
ち
が
い

な
く
含
昌
Φ
》
を
《
8
口
8
ω
》
へ
と
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
六
年
の
詩
論
「
詩
的
明
証
」
（
い
．
①
三
窪
o
昌
8
唱
o
傘
一
ρ
ロ
o
）

あ
た
り
か
ら
、
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
と
い
う
よ
り
デ
ュ
カ
ス
（
同
一

人
物
一
ω
置
o
諾
ー
ピ
饗
一
①
昌
∪
⊆
8
ω
ω
①
）
の
精
神
を
明
確
に
継
承
し

ホた
エ
リ
・
ユ
ア
ー
ル
・
の
・
な
か
に
、
《
す
べ
て
の
ひ
と
（
件
O
口
ω
）
》
と
い

う
理
念
が
根
を
ふ
か
く
お
ろ
す
。
「
詩
は
一
人
に
よ
る
の
で
な
く
、

万
人
（
す
べ
て
の
ひ
と
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
」

（
ピ
⇔
℃
o
伽
ω
δ
山
o
津
⑪
自
①
｛
巴
什
①
℃
霞
、
§
晦
゜
2
0
旨
冨
「
ミ
斧
」

「
詩
人
た
ち
の
良
心
は
、
万
人
の
た
め
に
あ
る
」
（
目
ω
o
韓
一
Φ
霞

8
昌
ω
o
δ
口
o
①
℃
O
ロ
憎
①
ロ
×
〔
、
O
ミ
偽
〕
）
ー
こ
の
《
8
自
ω
》
へ
の
志

は
、
ブ
ル
ト
ソ
と
別
れ
困
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
き
っ
か
け
に
共
産
党

に
入
党
す
る
時
期
（
三
八
～
四
二
年
）
、
い
よ
い
よ
堅
く
固
め
ら

れ
て
い
っ
た
。

　
＊
「
文
芸
研
究
」
第
四
十
四
号
の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
一
九
四
八
年
の
『
政
治
詩
篇
』
、
そ
の
冒
頭
の
連
作
詩
の
総
題

は
、
コ
人
の
人
間
の
地
平
線
か
ら
　
す
べ
て
の
人
間
の
地
平
線

へ
」
と
な
っ
て
い
る
。
も
は
や
《
8
島
》
へ
の
確
か
な
歩
み
だ
け

が
、
こ
の
詩
人
の
存
在
理
由
だ
と
さ
え
言
え
た
。
そ
し
て
《
8
q
ω
》

の
理
念
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
愛
の
対
象
を
女
に
限
る
な
ら
、
そ

の
ま
ま
女
性
形
の
《
8
暮
Φ
ω
》
に
変
わ
る
。
「
一
人
の
人
間
の
地

平
線
か
ら
…
…
（
U
⑦
一
、
，
o
「
一
N
o
口
α
、
縄
昌
ゴ
o
ヨ
ヨ
o
…
）
」
は
、
「
一

人
の
女
の
地
平
線
か
ら
　
す
べ
て
の
女
の
地
平
線
へ
」
（
U
⑦

誤
。
爵
8
熊
旨
。
h
①
日
ヨ
。
帥
一
、
8
忌
8
9
8
暮
①
ω
）
と
書

き
か
え
て
、
少
し
も
不
自
然
で
は
な
い
し
何
の
無
・
理
も
な
い
。

「
未
完
成
の
人
間
」
で
は
な
く
、
知
恵
と
経
験
を
か
さ
ね
深
め
て

ほ
と
ん
ど
完
成
さ
れ
た
（
⇔
o
冨
み
）
人
間
で
あ
る
エ
リ
ュ
ア
ー
ル

63



が
描
く
そ
の
《
地
平
線
》
に
、
肉
の
現
存
と
し
て
偶
然
浮
か
び
出

た
の
が
、
ド
ミ
ニ
ク
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
イ
リ
ユ
ジ
オ
ソ

　
単
純
な
「
青
春
の
幻
想
」
で
は
な
い
。
彼
女
は
当
然
最
初
か

ら
（
詩
人
自
身
が
意
図
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
）
「
視
力
の

つ
よ
い
目
」
の
よ
う
な
思
想
的
・
社
会
的
役
割
を
に
な
わ
さ
れ

る
。
あ
る
政
治
思
想
も
し
く
は
あ
る
政
党
に
と
っ
て
、
詩
人
が

b
葭
ω
o
ロ
帥
σ
Q
冨
富
（
外
交
上
の
好
ま
し
い
人
物
）
と
し
て
行
動
す

る
と
き
、
そ
の
伴
侶
も
ま
た
、
単
な
る
「
一
人
の
女
」
で
あ
る
こ

と
を
止
め
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
ド
ミ
ニ
ク
と
は
、
じ
つ
は
便
宜
的
な

仮
の
名
前
に
す
ぎ
な
い
。

　
残
後
三
十
年
も
た
つ
と
、
第
二
次
大
戦
後
ほ
と
ん
ど
国
民
的
英

雄
の
よ
う
に
讃
え
ら
れ
た
詩
人
に
も
、
冷
静
な
批
判
の
刃
が
あ
て

ら
れ
る
。
先
に
ふ
れ
た
リ
ュ
ッ
ク
・
ド
コ
ー
ヌ
の
評
伝
の
あ
る
部

分
が
、
そ
う
だ
。
た
と
え
ぽ
、
一
九
四
九
年
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
、

ス
タ
ー
リ
ソ
の
七
十
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
記
録
映
画
「
わ
れ
ら
の

最
も
敬
愛
す
る
人
」
に
付
け
る
詩
を
、
頼
ま
れ
て
書
い
た
。
翌
年
、

詩
集
『
讃
辞
』
（
き
ミ
ミ
§
晦
禽
）
の
巻
頭
に
収
め
た
「
匂
o
ω
Φ
嘗

ω
冨
一
冒
Φ
」
が
そ
れ
。
i
反
対
派
に
対
し
苛
酷
な
粛
清
を
お
こ

な
っ
た
こ
の
暴
君
を
、
詩
人
は
当
時
ま
だ
偉
大
で
善
良
な
人
間
と

信
じ
き
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、

「
…
…
ぼ
く
ら
に
と
っ
て
ス
タ
ー
リ
ソ
は
明
日
の
た
め
に
現
存
す

る
／
ス
タ
ー
リ
ン
は
今
日
　
不
幸
せ
を
追
放
す
る
…
…
（
国
け

ω
9
＝
口
o
b
o
霞
8
ロ
ω
①
ω
梓
娼
み
ω
〇
三
℃
o
真
仙
①
日
β
。
冒
＼
卑

ω
琶
冒
Φ
象
喜
。
畳
2
巳
．
ゲ
三
『
日
巴
冨
霞
…
）
L
と
い
う

よ
う
な
詩
を
書
く
く
ら
い
な
ら
、
ペ
ン
を
折
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。
詩
人
の
廉
恥
心
（
§
ω
9
二
日
。
三
仙
①
℃
巳
①
貫
）
は
、

当
然
、
　
こ
の
よ
う
に
「
言
葉
を
い
や
し
め
る
こ
と
」
（
象
σ
q
冨
臨
o
「

ω
β
。
窓
「
巳
①
）
を
拒
ん
だ
は
ず
で
は
な
い
か
、
と
、
ド
コ
ー
ヌ
は

言
う
。

　
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ワ
あ
た
り
は
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
最
良
の
詩
の

一
つ
で
は
な
い
が
、
と
て
も
い
い
詩
だ
、
と
い
う
微
妙
な
言
い
方

で
、
「
冒
ω
①
℃
ザ
ω
冨
一
ぎ
①
」
を
擁
護
し
て
い
る
。
詩
人
が
「
真
実

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
」
（
o
o
ρ
口
、
出
ミ
ミ
、
ゆ
q
o
冨
く
騨
搾
①
）

を
、
情
熱
と
確
信
を
も
っ
て
書
い
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
の
で
あ

る
（
き
§
1
や
認
①
）
。
が
、
や
は
り
こ
れ
は
少
々
苦
し
い
応
援
だ
。

　
あ
る
い
は
ま
た
、
ド
コ
ー
ヌ
は
意
地
悪
く
、
『
ギ
リ
シ
ア
、
わ

が
理
性
の
薔
薇
』
（
O
、
評
Q
ミ
§
、
8
鳴
譜
ミ
昧
O
§
H
㊤
心
㊤
）
の
一

篇
「
老
い
た
る
青
春
」
（
≦
o
一
＝
①
臼
o
巨
①
ω
の
①
）
の
一
節
、

〉
「
一
①
h
O
p
9
一
昌
①
　
臨
　
一
β
一
　
偶
o
昌
昌
9
　
β
口

　
げ
o
β
o
ゴ
o

ω
O
信
ω
一
⑦
O
一
①
一
く
置
Φ
嵩
一
9
α
O
づ
ロ
①

ω
①
ω
網
O
¢
×
．
．
．
．
．
．

び
9
ω
Φ
「
　
（
『
ロ
ω
　
一
餌

ω
①
ω
集
×
島
o
茜
冨
9
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（
泉
で
　
彼
は
彼
女
の
口
に
接
吻
し
た

か
ら
っ
ぼ
の
空
の
下
で
彼
は
彼
女
に
も
た
ら
し
た

の
指
と
両
の
目
を
…
…
）

十
本

　
を
と
ら
え
、
接
吻
が
一
人
の
人
間
を
殺
す
こ
と
も
あ
る
の
を
、

詩
人
は
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
非
難
す
る
。
力
つ
く
で
接
吻
さ

れ
た
と
、
あ
る
娘
が
虚
偽
の
申
立
て
を
し
、
ス
タ
ー
リ
ソ
傘
下
の

民
主
的
軍
隊
に
属
し
た
法
学
士
國
卑
ω
舞
o
ω
が
、
そ
の
た
め
に
軍

法
会
議
に
か
け
ら
れ
、
十
年
の
懲
役
刑
を
課
せ
ら
れ
た
…
…
そ
う

い
う
こ
と
を
、
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
。

　
さ
ら
に
、
一
九
五
一
年
六
月
十
三
日
付
け
の
ブ
ル
ト
ン
の
公
開

書
簡
に
ド
コ
ー
ヌ
は
ふ
れ
る
。
ー
か
つ
て
と
も
に
チ
ェ
コ
を
訪

れ
た
お
り
歓
迎
し
て
く
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
N
㊤
〈
δ
函
巴
自
。
頃
－

血
鑓
と
い
う
人
物
、
抵
抗
運
動
に
加
わ
り
、
ナ
チ
の
強
制
収
容
所

に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
こ
の
人
物
が
、
人
種
差
別
に
も
と
つ

く
誤
解
の
た
め
、
絞
首
刑
の
宣
告
を
う
け
た
が
、
何
と
か
し
て
救

っ
て
や
れ
な
い
も
の
か
、
と
ブ
ル
ト
ソ
は
公
開
書
簡
で
エ
リ
ュ

ア
ー
ル
の
支
援
を
も
と
め
た
の
だ
。
．
こ
れ
に
対
し
、
エ
リ
ュ
ア
ー

ル
は
、
六
月
十
九
日
付
け
の
「
ア
ク
シ
オ
ン
」
紙
上
に
、
そ
っ
け

な
い
返
書
を
公
表
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
「
罪
状
を
は
っ
き
り
認

め
て
い
る
罪
人
た
ち
と
関
わ
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
無
実
を
叫
ぶ

無
罪
の
人
び
と
の
た
め
に
、
な
す
べ
き
こ
と
が
、
わ
た
し
に
は
あ

ま
り
に
多
い
L
ー
と
。
勺
o
房
o
冨
σ
q
鑓
冨
と
し
て
の
多
忙
を
理

由
に
、
非
人
間
的
な
一
面
を
の
ぞ
か
せ
た
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
、
非

難
さ
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
ド
コ
ー
ヌ
は
書
い
て
い
な
い
が
、
公
開
書
簡
の
相

手
が
プ
ル
ト
ン
だ
っ
た
の
が
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
神
経
に
触
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
充
分
あ
り
得
る
。
十
三
年
前
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル

と
ブ
ル
ト
ン
は
大
激
論
の
す
え
、
絶
交
し
た
。
メ
キ
シ
コ
で
亡
命

中
の
ト
ロ
、
ッ
キ
ー
い
Φ
o
昌
目
「
o
冨
犀
鵠
に
会
い
、
「
独
立
革
命
芸
術

の
た
め
に
」
と
題
す
る
宣
言
文
書
を
刊
行
し
た
ブ
ル
ト
ン
は
、
帰

国
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
派
の
「
コ
ミ
ュ
ー
ヌ
」
誌
に
寄
稿
し
た
、
と

い
う
理
由
だ
け
で
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
を
容
赦
な
く
叩
い
た
。
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

三
、
四
年
前
か
ら
、
二
人
の
間
に
み
ぞ
は
深
ま
っ
て
い
て
、
「
芸

術
は
、
祖
国
と
か
国
家
主
義
と
か
と
無
関
係
な
も
の
だ
」
と
考
え

る
ブ
ル
ト
ン
と
、
「
詩
は
万
人
の
た
め
に
書
か
れ
る
べ
き
だ
。
苦

し
む
民
衆
や
し
い
た
げ
ら
れ
る
祖
国
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
な

い
」
と
主
張
す
る
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
が
訣
別
す
る
の
は
、
時
間
の
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
た
ち
が
独
軍
に
占
領
さ
れ
た

パ
リ
で
、
危
険
を
お
か
し
て
抵
抗
運
動
を
し
て
い
る
と
き
、
ブ
ル

ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
逃
れ
、
の
ん
び
り
（
魔
法
V
め
い
た
言
葉
の

遊
び
を
や
っ
て
い
た
。
今
ご
ろ
、
の
こ
の
こ
出
て
き
て
何
を
言
う

か
、
と
い
う
反
擾
が
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
に
強
く
あ
っ
た
だ
ろ
う
、
と

わ
た
し
は
想
像
す
る
。
詩
人
も
人
間
で
あ
る
か
ら
に
は
、
一
か
ら
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十
ま
で
正
義
に
の
っ
と
っ
て
行
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
だ
が
そ
れ
よ
り
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
か
ら
の
エ
リ
ュ

ア
：
ル
の
詩
が
、
さ
き
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
」
の
詩
に
つ
い
て
の
ド

コ
ー
ヌ
の
評
言
の
よ
う
に
、
「
言
葉
（
詩
人
本
来
の
）
を
ま
σ
q
鑓
島
Φ
「

す
る
」
方
向
に
の
み
は
た
し
て
傾
い
て
い
っ
た
の
か
、
ど
う
か

ー
そ
の
こ
と
が
も
っ
と
気
に
な
る
。

　
ブ
ル
ト
ン
の
影
響
下
に
成
長
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
正
統
的

遺
産
の
継
承
者
と
自
負
す
る
詩
人
、
『
ア
ル
ゴ
ー
ル
の
城
館
に
て
』

の
小
説
家
で
も
あ
る
ジ
ュ
リ
ア
ソ
・
グ
ラ
ッ
ク
句
巳
一
Φ
昌
O
雷
o
几

は
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
死
の
翌
日
、
「
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
作
品
の
到

達
点
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ム
だ
っ
た
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
」
と

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
質
問
に
、
こ
う
答
え
た
。
「
そ
う
は
思
え

ま
せ
ん
な
。
・
も
っ
と
も
重
要
な
、
さ
ら
に
言
え
ぽ
、
わ
た
し
に
と

つ
て
入
他
の
多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
）
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た

エ
リ
ュ
ア
ー
ル
作
品
の
大
部
分
は
、
戦
前
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

一
人
の
詩
人
に
対
し
て
、
共
産
党
へ
の
入
党
は
、
拘
束
的
効
果
し

か
も
た
ら
し
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
一
九
四
〇
年
以
後
の
い

く
つ
か
の
い
い
詩
っ
て
の
は
、
レ
ジ
ス
タ
ソ
ス
の
思
い
出
に
つ
な

が
っ
て
残
る
ん
で
す
ね
え
。
白
状
し
ま
す
が
、
何
回
か
努
力
は
し

ま
し
た
が
、
以
後
の
は
読
む
の
を
止
し
ま
し
た
」

　
一
九
五
二
年
十
一
月
の
週
刊
誌
「
〉
辞
ω
」
に
発
表
さ
れ
た
こ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
i
記
事
を
、
自
分
の
書
い
た
評
伝
に
引
用
す
る
こ
と

で
、
ド
コ
ー
ヌ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
作
品
を

低
く
評
価
す
る
側
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ニ
ク
ス

　
ド
・
ギ
・
ニ
ク
へ
の
愛
が
中
心
に
な
っ
た
『
不
死
鳥
』
へ
の
評
価
も
、

か
な
り
否
定
的
だ
。
た
と
え
ぽ
、
前
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
「
ぼ
く

は
き
み
を
愛
す
る
」
1

｝
①
け
．
9
ヨ
①
℃
o
母
8
葺
Φ
ω
8
ω
h
o
日
日
o
ω
ρ
器
甘
印
、
巴

　
℃
β
◎
ω
O
O
昌
昌
‘
①
ω

密
牝
臥
日
①
℃
o
q
『
8
器
♂
ω
け
①
巳
℃
ω
四
ウ
U
Φ
昌
、
巴
℃
窃

　
く
ひ
o
ロ

層
o
貫
惚
o
ユ
o
自
匹
二
σ
q
鑓
口
α
冨
『
σ
q
①
9
一
、
o
山
o
g
飢
口
℃
巴
昌

　
o
ゴ
餌
目
畠

勺
o
霞
冨
ロ
ユ
α
q
Φ
ρ
巳
｛
o
昌
自
℃
o
ロ
「
ぽ
ω
鷲
①
B
譲
お
ω
自
Φ
霞
ω

℃
o
霞
ぽ
ω
伽
巳
日
㊤
ロ
×
℃
霞
゜
。
ρ
¢
①
「
ゲ
o
ヨ
日
o
昌
．
o
h
ヰ
巴
①
B
ω

智
酔
、
9
。
一
日
o
℃
o
信
『
既
ヨ
9

」
o
け
．
蝕
日
㊦
唱
o
葺
8
ロ
8
ω
8
ω
｛
①
ヨ
目
①
ω
ρ
q
Φ
霊
昌
”
巴
日
①

　
℃
器

（
ぼ
く
は
ぎ
み
を
愛
す
る

　
べ
て
の
た
め

ぼ
く
は
き
み
を
愛
す
る

　
・
時
代
の
た
め

知
り
合
え
な
か
っ
た
女
た
ち
す

生
き
ら
れ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
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海
原
の
か
な
た
の
匂
い
と
　
あ
た
た
か
い
パ
ン
の
匂
い
の

　
た
め

最
初
の
花
花
の
た
め
　
溶
け
る
雪
の
た
め

人
間
が
お
び
や
か
さ
な
い
無
垢
の
動
物
た
ち
の
た
め

愛
す
る
た
め
　
ぼ
く
は
き
み
を
愛
す
る

ぼ
く
は
き
み
を
愛
す
る
　
ぼ
く
が
愛
し
て
い
な
い
女
た
ち

　
す
べ
て
の
た
め
…
…
）

　
こ
れ
に
つ
い
て
ー
霊
感
は
か
な
り
月
並
み
だ
し
、
表
現
も
か

な
り
力
に
欠
け
る
。
か
つ
て
詩
「
自
由
」
に
つ
い
て
、
バ
ン
ジ
ャ

マ
ン
・
ペ
レ
　
ロ
づ
゜
℃
騨
Φ
件
が
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
こ
う
し
た

れ
ん
と
う

連
薦
風
の
表
現
は
、
残
念
な
が
ら
詩
の
こ
と
ぽ
を
貧
困
化
さ
せ
、

ほ
と
ん
ど
技
巧
し
か
印
象
づ
け
な
い
ー
と
い
う
ふ
う
に
、
ド

コ
ー
ヌ
は
手
き
び
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
「
春

（
℃
二
三
Φ
日
℃
ω
）
」
を
槍
玉
に
あ
げ
、
ふ
し
ぎ
に
不
安
定
で
漠
と
し

た
不
快
な
感
情
を
読
者
が
お
ぼ
え
る
の
は
、
詩
人
が
自
分
の
力
量

を
い
ぶ
か
り
な
が
ら
も
、
過
剰
な
意
志
表
明
に
よ
っ
て
コ
愛
の
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

範
的
な
像
（
訂
ω
訂
2
①
①
×
㊦
ヨ
覧
巴
話
価
①
一
”
q
。
ヨ
o
自
）
」
を
創
ろ

う
と
ム
リ
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
（
挿
肉
、
ミ
ミ
㍗

℃
』
戯
。
。
）
。

　
〈
¢
口
胃
伽
ω
「
o
σ
q
「
o
簿
帥
窪
o
餌
℃
℃
m
‘
〈
ユ
ω
ω
①
ヨ
①
昌
け
（
た
い
へ
ん

惜
し
ま
れ
る
貧
困
化
）
〉
を
詩
に
も
た
ら
す
く
ざ
器
o
o
葺
ω
9
。
『

一
謬
o
艮
o
（
連
薦
風
の
う
っ
た
え
方
）
〉
と
ペ
レ
や
ド
コ
ー
ヌ
に
解
さ

れ
た
表
現
は
、
し
か
し
、
（
す
べ
て
の
人
間
の
地
平
線
（
鴨
げ
〇
二
N
o
昌

偶
①
8
葛
）
》
を
め
ざ
す
詩
人
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
芸
術
主
義
的
観
点
か
ら
す
れ
ぽ
〈
貧
困
化
〉
と
さ

れ
る
表
現
も
、
よ
り
大
き
な
人
間
的
視
野
に
と
ら
え
な
お
す
な

ら
、
生
命
の
（
自
然
な
流
れ
》
に
の
っ
と
っ
た
歌
の
よ
み
が
え
り

で
あ
り
、
万
人
の
た
ま
し
い
に
直
通
す
る
明
快
で
軽
妙
な
こ
と
ぽ

の
回
復
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
中
心
に
あ
る
の
は
、
た
と
え
ぽ
ブ
ル

ト
ソ
の
《
狂
気
の
愛
（
o
ヨ
o
霞
｛
o
ロ
）
V
の
錯
乱
と
は
正
反
対
の
、

（
理
性
（
『
臥
ω
o
昌
）
V
を
核
と
し
て
秩
序
を
も
と
め
る
愛
の
は
た
ら

き
な
の
だ
。
（
貧
困
化
V
で
は
な
く
て
、
複
雑
な
時
代
に
は
い
っ

そ
う
困
難
な
（
単
純
化
（
・
。
一
ヨ
℃
一
一
膝
o
碧
δ
ロ
）
V
だ
と
、
わ
た
し
は

思
う
。

　
　
と
　
だ

　
『
跡
絶
え
ざ
る
ポ
エ
ジ
！
』
（
、
o
簿
暗
画
ミ
ミ
馬
ミ
o
ミ
㌧
ミ
魯
H
O
軽
9

H
O
α
ω
）
を
め
ぐ
る
R
・
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
の
評
論
の
一
ペ
ー
ジ
に
記
さ

れ
た
つ
ぎ
の
こ
と
ば
を
否
定
す
る
者
は
、
い
な
い
だ
ろ
う
。

「
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
作
品
に
お
い
て
、
ひ
さ
し
く
、
愛
は
、
混
沌
た

る
一
宇
宙
を
照
ら
し
出
す
と
同
時
に
、
そ
の
宇
宙
に
秩
序
を
も
た

ら
し
、
そ
の
秩
序
の
目
的
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
」

（
空
9
9
。
a
＜
①
ヨ
δ
ぴ
ざ
郎
無
亀
ミ
ミ
ミ
こ
ミ
㌧
ミ
ミ
ミ
醤
働
貯
§

§
ぎ
ミ
暫
§
ミ
”
冨
゜
三
゜
p
μ
O
母
弓
」
O
O
）

　
愛
は
、
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
の
造
語
に
よ
れ
ぽ
、
そ
の
ま
ま
人
び
と
が
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頼
み
と
し
、
保
護
を
ね
が
う
も
の
、

　
〈
一
、
o
日
o
自
7
「
㊦
ぼ
α
q
o
＞

　
そ
う
記
す
ほ
か
な
い
一
宇
宙
な
の
だ
。
ラ
ン
ボ
i
空
ヨ
げ
窪
島

か
ら
ブ
ル
ト
ン
へ
と
ひ
き
継
が
れ
た
、
芸
術
主
義
的
観
点
か
ら
の

み
見
れ
ぽ
豊
饒
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
錯
乱
・
無
秩
序
を
、
エ
リ
ュ

ア
ー
ル
は
（
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
く
ぐ
っ
た
後
に
）
拒
ん
だ
。

そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
ド
コ
ー
ヌ
が
く
醤
警
鑓
P
σ
q
。
ω
。
韓
巨
・
暮
α
”
ぎ
8
『
葺
亀
ρ

仙
①
ヨ
巴
蝕
器
（
ふ
し
ぎ
に
不
安
定
で
漠
と
し
た
不
快
な
感
情
）
V

と
覚
え
た
も
の
も
、
じ
づ
は
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
愛
の
宇
宙
的
な
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
ブ
ル

ろ
が
り
、
一
人
の
愛
（
あ
る
い
は
8
ロ
営
①
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ

る
愛
）
か
ら
万
人
の
愛
へ
と
拡
げ
ら
れ
、
ま
た
、
一
人
の
女
が

す
べ
て
の
女
へ
と
限
り
な
く
増
殖
し
て
、
つ
い
に
く
ρ
ロ
9
ω
7

Q
昌
8
楼
日
讐
（
ほ
と
ん
ど
匿
名
）
V
の
状
態
に
な
っ
て
い
く
、
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
う
い
わ
ぽ
詩
人
の
倫
理
的
美
学
（
国
ω
日
＝
国
目
5
¢
国
国
目
＝
り

O
d
団
）
か
ら
生
じ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
O
o
ξ
一
①
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
抱
え
る
秩
序
、
そ
の
小
さ
な
愛
の

宇
宙
を
脱
け
出
せ
な
い
人
び
と
に
、
《
す
べ
て
の
人
間
の
地
平
線
V

を
め
ざ
す
愛
、
そ
の
表
現
を
め
ざ
す
エ
リ
ュ
ア
：
ル
の
技
法
は
、

単
純
す
ぎ
て
貧
し
く
、
明
快
す
ぎ
て
か
え
っ
て
不
安
定
に
思
え
る

の
だ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
ド
ミ
ニ
ク
は
、
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
の
言
う
万
人
の
た
め

の
〈
一
．
①
ヨ
8
7
冨
ぼ
σ
q
o
＞
の
地
平
線
に
現
存
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
．
で
な
け
れ
ぽ
、
ニ
ュ
ー
シ
ュ
の
死
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
詩
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

の
内
な
る
（
ヨ
巴
（
悪
）
》
を
《
窪
Φ
ロ
（
善
）
》
へ
と
換
え
、
そ
の

い
わ
ぽ
公
正
証
明
を
介
し
て
、
万
人
の
悪
を
万
人
の
善
へ
と
換
え

る
《
倫
理
の
レ
ッ
ス
ソ
》
（
一
九
五
〇
年
刊
の
詩
集
題
名
ー
q
ミ

貯
題
§
§
§
ミ
亀
甘
）
は
実
行
で
き
な
い
。
そ
れ
が
エ
リ
ュ
ア
ー

ル
流
の
《
悪
魔
祓
い
（
①
×
O
「
o
δ
日
①
）
》
な
の
だ
。

　
た
と
え
五
十
路
な
か
ぽ
の
詩
人
に
「
新
し
い
青
春
」
な
ど
あ
り

得
ず
、
ド
ミ
ニ
ク
が
彼
の
イ
リ
ュ
ジ
オ
ン
の
犠
牲
だ
っ
た
と
し
て

も
、
ド
ブ
ル
イ
ユ
智
ρ
。
〒
団
く
Φ
ω
U
o
暫
①
巳
＝
Φ
が
「
ぼ
く
は
き

み
を
愛
す
る
」
に
触
れ
て
記
し
た
よ
う
に
、
「
全
体
的
な
幸
福
へ

の
意
志
（
〈
o
一
8
鼠
α
①
ぴ
o
ロ
ゲ
①
霞
ロ
巳
く
臼
ω
①
一
）
」
「
そ
の
幸
福

を
獲
得
す
る
た
め
の
戦
い
へ
の
意
志
（
〈
o
一
〇
韓
仙
α
o
一
暮
8
唱
o
嘆

一．

盾
ｰ
器
巳
『
）
」
i
集
団
的
な
意
志
が
、
か
れ
ら
二
人
の
愛
を
と
お

し
て
詩
的
に
永
久
的
に
存
在
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

い
。
（
o
h
l
国
ぎ
四
巳
o
ロ
ピ
㊦
b
o
二
〈
o
詫
仙
娼
ヨ
o
計
〉
°
ρ
Z
貯
o
ρ

目
O
ミ
ー
℃
」
①
◎
。
）
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ム
が
詩
人
の
到
達
点
だ
っ
た
と
い
う

よ
り
、
わ
た
し
な
ど
に
は
す
ぐ
宮
沢
賢
治
の
有
名
な
こ
と
ぽ
が
思

い
出
さ
れ
る
け
れ
ど
、
世
界
全
体
の
「
ρ
巳
く
①
話
。
「
な
幸
福
」
へ

の
思
い
に
燃
え
る
愛
こ
そ
が
、
到
達
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
が
死
ん
だ
夜
、
涙
も
洞
れ
た
よ
う
に
台
所
に
ぼ
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ん
や
り
立
っ
て
い
た
ド
ミ
ニ
ク
は
、
そ
っ
け
な
い
声
で
、

「
《
有
利
な
結
婚
相
手
》
じ
ゃ
な
か
っ
た
わ
ね
」

　
と
、
居
合
わ
せ
た
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ワ
に
告
げ
た
（
き
§
1
や
α
卜
⊃
O
）
。

し
か
し
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
と
と
も
に
す
べ
て
の
読
者
が
到
達
す
る

　
　
　
　
　
　
コ
レ
ク
テ
イ
フ

愛
、
増
殖
す
る
集
団
的
な
愛
に
と
っ
て
、
ド
ミ
ニ
ク
は
《
有
利
な

結
婚
相
手
》
だ
っ
た
。
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
時
代
の
代
表
作
「
自
由
」

を
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
に
生
ま
せ
た
ニ
ュ
ー
シ
ュ
と
の
愛
は
さ
て
お
き

（
こ
の
詩
の
最
後
の
「
自
由
よ
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
、
未
定
稿

の
段
階
で
は
「
ニ
ュ
ー
シ
ュ
よ
」
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
も
、

唱
o
屋
8
昌
巴
な
愛
を
消
し
、
そ
れ
を
万
人
の
希
望
へ
と
転
じ
る
思

想
が
、
読
み
と
れ
る
）
、
《
苦
悩
の
首
都
》
（
二
六
年
刊
詩
集
の
題

名
目
O
O
驚
ミ
壽
魯
ミ
塾
§
誉
ミ
）
の
女
あ
る
じ
、
世
界
の
不
幸
の

　
　
　
　
　
　
　
け
も
の

上
に
裸
で
寝
そ
べ
る
獣
の
よ
う
な
愛
（
詩
篇
く
o
D
碧
ω
鑓
昌
゜
§
①
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

の
な
か
の
表
現
）
を
詩
人
に
強
い
た
第
一
の
妻
ガ
ラ
と
の
、
エ
ゴ

イ
ス
テ
ィ
ク
な
愛
と
つ
き
比
べ
る
と
、
ド
ミ
ニ
ク
と
の
愛
の
内
質

は
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
終
わ
り
に
、
ま
た
愚
か
し
い
蛇
足
を
ひ
と
つ
。

（
ピ
、
げ
o
『
貯
o
昌
自
0
8
賃
ω
》
を
め
ざ
し
て
、
愛
の
い
わ
ぽ
宇
宙
的
な

へ
　
　
　
ゐ

増
殖
（
日
巳
ぼ
且
一
8
鉱
o
P
ω
o
ヨ
巳
仲
一
馳
一
〇
『
）
を
詩
に
う
た
い
上

げ
た
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
を
想
う
い
っ
ぽ
う
で
、
わ
た
し
の
頭
に
は
ベ

　
　
ヘ
　
　
　
へ

つ
の
増
殖
が
浮
か
ぶ
。
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
の
代
表
的
人
物
、

『
犀
』
（
幻
臣
ロ
o
。
卿
o
ω
》
巳
＄
）
の
作
者
イ
ヨ
ネ
ス
コ
国
β
σ
q
ゆ
昌
①

♂
昌
①
ω
o
o
が
、
舞
台
の
上
に
と
い
う
よ
り
観
客
の
脳
の
な
か
に
増

殖
さ
せ
る
、
あ
の
い
ま
わ
し
い
獣
た
ち
…
…
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
集

団
的
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
状
を
め
ざ
す
恐
る
べ
き
観
念
の
増
殖
。
　
《
増

殖
》
に
は
、
一
歩
ま
ち
が
え
ぽ
全
く
別
の
世
界
、
自
由
も
な
け
れ

ぽ
愛
も
な
い
闇
夜
へ
と
、
世
界
を
転
じ
さ
せ
る
危
険
が
つ
き
ま
と

う
。
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
愛
も
ま
た
、
き
わ
ど
い
と
こ
ろ
を
辿
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
り
わ
け
詩
人
の
晩
年
に
お
い
て
。
〈
ス

タ
ー
リ
ン
詩
篇
V
を
槍
玉
に
挙
げ
た
ド
コ
ー
ヌ
の
危
惧
は
、
そ
の

意
味
で
う
べ
な
え
よ
う
。
《
一
人
》
を
《
万
人
》
へ
つ
な
ぐ
道
に

は
、
そ
う
い
う
厄
介
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　
唐
突
だ
が
、
智
恵
子
残
後
、
急
速
に
い
わ
ゆ
る
〈
戦
争
協
力
詩
〉

の
代
表
的
な
う
た
い
手
に
変
貌
し
て
い
っ
た
高
村
光
太
郎
を
も
、

い
ま
わ
た
し
は
思
い
出
し
て
い
る
。
ま
れ
な
愛
の
詩
集
『
智
恵
子

抄
』
の
詩
人
は
、
ち
ょ
う
ど
ニ
ュ
ー
シ
ュ
褒
後
の
エ
リ
ュ
ア
ー
ル

に
似
て
ふ
か
い
悲
痛
の
情
と
絶
望
感
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

暗
い
胸
の
空
虚
を
埋
め
る
よ
う
に
、
こ
の
骨
太
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス

ト
は
自
分
自
身
を
裏
切
り
、
軍
国
主
義
思
想
を
詩
作
品
の
な
か
に

増
殖
さ
せ
、
感
じ
や
す
い
若
者
た
ち
を
死
へ
か
り
た
て
た
の
だ
っ

た
。
亡
き
妻
を
し
の
ぶ
「
荒
涼
た
る
帰
宅
」
か
ら
戦
争
讃
美
の

　
　
　
　
う

「
彼
等
を
撃
つ
」
ま
で
は
、
わ
ず
か
一
歩
の
歩
幅
で
あ
る
。
不
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ

な
足
音
と
と
も
に
醜
い
犀
ど
も
が
駆
け
ず
り
ま
わ
る
時
代
に
は
、

そ
の
〈
一
歩
〉
を
拒
否
し
、
《
8
信
ω
（
8
葺
o
ω
）
》
に
背
を
向
け
る
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’

こ
と
こ
そ
重
要
な
詩
人
の
使
命
で
あ
り
、
ヨ
o
冨
一
。
で
あ
っ
た
は

ず
だ
。
現
実
に
そ
れ
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
、
あ
れ
ほ
ど
の
意
志

の
ひ
と
光
太
郎
は
証
明
し
た
。

　
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
最
後
の
愛
は
、
そ
の
よ
う
な
厄
介
な
問
題
を
゜

か
か
え
こ
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
6
1
・
8
・
6
）
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